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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・2/2（月）より、検査依頼書が新しくなります。

現在の依頼書は1/31（土）受付分までの使用となります。

2/2（月）以降は使用できませんので、検査チームまで返却をお願いします。

＜変更点＞

①“薬剤血中濃度：バルプロ酸ナトリウム・カルバマゼピン”の2項目に

　関しては、検査センターにて検査が可能となります。

　容器は全血スピッツ（茶色のふた）です。

②その他の“薬剤血中濃度：炭酸リチウム・フェニトイン・ハロペリドール・

　フェノバルビタール・クロナゼパム”の5項目に関しては、これまで通り

　外注（BML)ですが、院内セット3等の他項目と同時検査の場合、依頼書1

　への記入で検査が可能となります。

（薬剤血中濃度検査のみの場合は、従来通り依頼書3を使用します。）

　容器は従来通り、外注用スピッツ（先が尖っているもの）です。

＜利用者情報＞

・関向　智様～昨日より倦怠感あり、今朝より38℃台の発熱、悪寒･倦怠感等の症状が出現。本日、内科受診し、インフルエンザA型と診断受けたとの連絡あり。デイケアは欠席して頂き、体調確認の為に2/3（火）連絡を頂く予定としている。

・川口　尚良様～水曜日より母に咳症状（発熱はなし）あり、昨日母が内科へ定期受診した際、検査しインフルエンザ（型不明）と診断受けたとの連絡あり。発覚後5日間は欠席して頂くこと、母とは別室で過ごしマスク着用や手洗い・うがい等の感染対策を確実に行うこと、身体不調が出現した際はすぐに内科受診し､連絡を頂きたいこと伝えている。現在は川口様自身には発熱等の身体不調はないとのこと。

・野月　利章様～多量の荷物を抱えて来所。｢疲れて休みたい時、寒いから寝袋とか持ってきた｣と話している。また､来所時より｢今朝､42℃の熱があって…｣等と表情暗く訴えており､バイタル確認。体温36.2℃､血圧も正常値。上記について本人と振り返り、別の話をすることで徐々に表情も明るくなり、不調を訴えることはなくなっている。

・根地戸　恵様～来所時より落ち着きの無さ・不安感の訴えあり、本人と面談を実施。｢昨日から、自分の鼻が影になって見えることがあってね｣｢不安なんだよ～｣と。何度も鏡を確認してしまうとのことで、確認する際は自分だけではなく職員とともに確認し、気にしすぎないよう別の作業に集中する等少しでも安心が得られるよう対処するよう助言。以後は不安感の訴えも減り｢頑張って意識しないようにしてる｣｢不安な気持ちもちょっと楽になった｣と笑顔で話している。

・清川　厚子様～本人より架電あり、デイケアを再度利用したいとの希望が聞かれている。理由を確認すると「また利用したいと思っただけ」とのことで、前回利用開始後すぐに中断となったことの振り返りを実施。利用目的をもって継続して通所出来るように、主治医と相談してから利用について考えることを提案すると了承している。来週月曜日主治医と相談し、今後の利用について検討することとしている。

・中村　与一郎様～来所時､体温37.0℃あり､再測定にて36.9℃。身体不調なし。12時：36.2℃15時：37.1℃。｢平熱が高いんですよ｣と話しているものの､倦怠感も多少認められるとのことで、早めに帰宅して頂いている。







